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研 究 成 果 概 要 
 実物に対して行われる作業を遠隔地から支援・指示する場合，その指示内容を音声に加えディスプレイ表示により伝

達・表現するだけでは円滑なコミュニケーションは難しい．なぜならこの方法には，物体を見ている間はディスプレイ上に

表示される指示を視認出来ない，ディスプレイと実物体を何度も見比べるのが面倒，ディスプレイと実物体の位置関係に

より動きの解釈が変化しうる，などの問題があるからである．そこでこのような実作業を遠隔地から支援するために，プロ

ジェクタにより実物体上へ直接，指示のための図形を重畳表示する方法を開発した．これにより対面で行う協調作業でし

ばしば用いられる指差しのように，指示者が考えたとおりの幾何学的な情報を直接提示することが可能となり，実験により

遠隔地への指示が円滑化・効率化できることが示された． 

 システムの概要を図１に示す．実物はプロジェクタとカメラの組で構成されたレンジファインダにより形状計測され，遠隔

地のディスプレイ上に三次元CGとして表示される．指示者はそのCG上に単にマウス等で描画するだけで，遠隔地の実

物体上に同様にその線画が投影表示される． 

 

 
図１ プロジェクタによる遠隔指示システム 

 

 図２のうち，(a)と(c)は遠隔地の指示者用ディスプレイ表示の例である．また(b)と(d)は現場での実物体の写真である．

(a)は指示を CG 上に書き込んだ直後の状態であり，そのとき実物上には(b)のように指示図形が投影表示されている．

指示者は描画した指示図形を平行移動・回転することが出来（c），そのときプロジェクタにより投影された実物上の投影

像も同時に移動する．投影像は実物体の表面上にのみ再現可能であり，空中に浮いたような映像は表現不可能である

が，そのために歪んだ図形が物体表面上に現れたとしても我々は容易に(d)のように意図したとおりの物体の移動を行う

ことが出来る． 

     
(a)                (b)                 (c)                 (d) 

図２ 指示図形の描画結果と実物に対する作業の様子 
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